（記入例）
都道府県（ブロック）名
ふりがな
　　農家の部　　　住　　所
　　　　　　　　　ふりがな
　　　　　　　　　氏　　名
推せん理由
１．経営者及び経営内容
○○氏は、○○県水田地帯の中で米麦の作付体系を上手に取り入れた専業農家であり、地域農業の中核農家及びリーダーとして活躍している。
氏は○○才の働き盛りで夫婦２人で、水田○ａ、畑○ａ（うち借地　水田○ａ、畑○ａ）のほか麦作で○ａの播種、収穫・調製などの作業受託を行い積極的な規模拡大を図り、米麦作中心に○○○、○○○○を取り入れた大型農業経営に意欲的に取り組んでいる。
なお、借地及び作業受託等の拡大に当たっては特に信頼関係を重視し、飛地、作業の高精度などに留意しながら実施している。

２．技術上の特色
大型機械力を駆使した大規模経営に取り組みながらも基本技術を忠実に励行して収量水準の高位安定化とコスト低減を実践しているところに特徴がある。
栽培技術面では、全面積に弾丸暗きょ、簡易明きょ等の施行による排水対策の徹底を図るとともに、深耕、良質堆肥、珪カルなどの土壌改良剤施用により積極的に土づくりを進めている。
　　また、特に品質改善への努力として、土壌条件に応じた良質品種の作付け、種子更新、病害虫の適期防除、ドリルシーダー利用による発芽の整一化、古タイヤを取りつけた麦踏圧の徹底、適期収穫と適正な乾燥調製を重点に実施するなど、作付作業体系に細心の気くばりをして収量の高位安定化と上位等級麦の出荷に努めている。

３．収穫の向上、品質改善
10ａ当たりの収量は、需要者の要求に応え良質品種の○○○で○○○㎏○○県○○年産平均収量（○○○㎏）を大幅に上回った（○○○％）水準を実現している。
品質面においても、本年、凍霜害・干害・高温障害等が発生するなかにあって１等○○％（○○県○○年度平均１等○○％、２等○○％）と高品質の麦づくりに努力している。

４．労働時間の軽減
　　10ａ当たりの所要時間は約○○時間（○○県平均○○時間）であり、土地利用、作業の集積と併せて大型機械化一貫作業により省力化を図っている。

５．流通の改善、合理化
○○氏の所属する○○農業協同組合では、○か所のＣＥ･ＲＣで乾燥・調製を行っており（共同乾燥等比率○○％）、ばら形態での出荷率も年度毎に向上している。（○○年産：○○％）

６．今後の麦作への取組み
今後水田農業を確立するため大型機械一貫作業により栽培面積を次年度○○ａ、２年後○○ａ、最終的には○○ａの麦作団地化を目指している。
　以上のように氏の経営は麦作の作付体系を基本に、借地・作業受託等による生産単位の拡大を図るとともに、排水対策と土づくりをベースに、基本技術の励行による収穫・品質の向上、大型機械一貫作業による省力化と生産コストの低減の工夫を図りつつ、大規模経営を実践している。
　　現在、農業経営者協議会幹事、○○○○○○、○○○○○等を兼務しており、地域の中核農家及びリーダーとして今後の地域農業振興に努力・貢献する人材と確信している。

７．その他特記事項
（1）○○年産から上位ランクの○○○に作付品種の統一
（2）農業機械の共有化と○○○○によるコストの低減
（3）ブロックローテーションによる集団転作の推進
（4）・・・・・・・・・・・
（5）・・・・・・・・・・・
